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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 12,052 △40.8 △1,831 ― △1,817 ― △1,043 ―

21年3月期第1四半期 20,356 ― 2,061 ― 2,077 ― 1,230 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △87.13 ―

21年3月期第1四半期 102.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 57,878 23,233 40.0 1,934.56
21年3月期 60,133 24,712 41.0 2,058.37

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  23,163百万円 21年3月期  24,645百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

0.00 ― 25.00 25.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

26,300 △38.3 △2,287 ― △2,297 ― △1,341 ― △112.00

通期 58,700 △26.1 △1,034 ― △1,084 ― △672 ― △56.12
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1.平成21年５月12日発表の業績予想は、本資料において修正を行っております。 
2.上記に掲載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は４ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定
性的情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 12,215,132株 21年3月期  12,215,132株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  241,625株 21年3月期  241,625株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 11,973,507株 21年3月期第1四半期 11,973,599株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業の生産や輸出におきましては、一部に持ち直しの動きが

見られるようになりましたが、企業収益は大幅に減少し、民間設備投資も同様に大幅な減少となっております。ま

た、政府の景気対策から個人消費には持ち直しの動きがあるものの、雇用情勢は急速に悪化しており、景気は非常

に厳しい状況が続いております。海外におきましては、アジアでは中国を中心として景気は持ち直しの動きを見せ

ているものの、欧米では引き続き景気は後退しており、回復にはなお時間を要するものと考えられ、金融資本市場

の混乱もいまだ完全に払拭されておらず、景気後退は長期化が懸念されております。 

当鉄鋼流通加工業界におきましては、国内鋼材市況は昨年８月の最高値から一転して、急速な下落を続けてお

り、Ｈ形鋼や異形棒鋼等については約半値となり、また、その他の品種におきましても大幅な下落となっておりま

す。国内鉄鋼メーカーは減産等により製品出荷量の削減を進めているものの、民間設備投資は大幅に減少している

ことから、鋼材需要も大幅に減少しており、需要減少が更なる市況下落を招く結果となっており、非常に厳しい状

況が続いております。 

このような環境下にありまして当社グループ（当社及び連結子会社）は、各地区において積極的な営業活動を展

開しているものの、得意先でありますゼネコンやファブリケーターの受注量が激減していることから販売量は低迷

しており、販売金額につきましても鋼材市況の下落の影響が大きく大幅な減少となりました。また、東京支社を中

心とした鉄骨工事請負事業は、民間設備投資減少の影響は少なからずあるものの、大手ゼネコンを中心に着実に受

注実績を積み上げており、受注額は概ね順調に推移しております。しかし、当第１四半期の売上高につきまして

は、前期受注の完成基準適用工事において目立った完成工事がないことから前年同期に比べ減少となっておりま

す。これらの結果から当第１四半期連結会計期間の売上高は12,052百万円（前年同期比40.8％減）となりました。 

収益面におきましては、急速な鋼材市況の下落から、在庫の評価単価を下回る単価での販売を余儀されるケース

もあり、収益確保が非常に厳しい状況にあることに加え、本年３月の前年度決算に続き、当第１四半期におきまし

ても、棚卸評価損845百万円が発生しております。これらの結果から当第１四半期連結会計期間の営業損失は1,831

百万円（前年同期は営業利益2,061百万円）、経常損失は1,817百万円（前年同期は経常利益2,077百万円）、四半期

純損失は1,043百万円（前年同期は四半期純利益1,230百万円）となりました。  

  

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 鋼材の販売・加工事業 

鋼材の販売・加工事業は、政府による経済対策は打ち出されたものの、個人消費刺激策が中心となっており、

土木、建築等の公共関連投資に目立ったものはなく、企業収益の大幅な減少から民間設備投資も急速に減少して

おり、建築関連需要は極めて低調に推移したことから販売量は前年を大きく割り込む結果となりました。品種別

に見ましても、当社主力のＨ形鋼を始めとし、鋼板やコラム等ほとんどの品種において前年実績を大きく割り込

んでおりますが、当社にて製造販売しているフラットデッキにつきましては全体的な割合は大きくないものの増

加となりました。また、販売金額につきましても、鋼材市況の急落から販売量を上回る下落率となりました。以

上の結果から、売上高は10,172百万円（前年同期比43.2％減）となりました。 

② 鉄骨工事請負事業 

鉄骨工事請負事業は、物件の受注については概ね順調に推移しているものの、売上高につきましては、当第１

四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」を適用しており、これにより工事進行基準適用の売上高

は292百万円あったものの、従前からの工事完成基準適用の工事物件については目立った完成工事がなく、売上高

は1,837百万円（前年同期比24.5％減）となりました。 

③ その他事業 

その他事業は、運送業の売上につきましては、鋼材の入出荷量減少からグループ内の輸送量が減少したため、

グループ外の鉄骨製品の輸送等を積極的に手掛けたことから大幅な増加となりました。また、倉庫業につきまし

ては、依頼先の企業が限定されており、取扱量の減少から売上高は前年同期を下回る結果となりました。以上の

結果から売上高は42百万円（前年同期比53.4％増）となりました。  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産の部） 

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は57,878百万円（前連結会計年度末は60,133百万円）となり、

2,255百万円減少しました。主な要因は、売上高の減少に伴う受取手形及び売掛金の減少717百万円、鋼材価格の

下落・棚卸資産の評価減による商品及び製品の減少1,263百万円、原材料及び貯蔵品の減少1,838百万円及び鉄骨

工事請負に伴う未成工事支出金の増加2,020百万円等によるものであります。 

（負債の部） 

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は34,645百万円（前連結会計年度末は35,421百万円）となり、

775百万円減少しました。主な要因は、鋼材価格の下落に伴う買掛金の減少515百万円、未払法人税等の減少940百

万円、長期繰延税金負債の減少852百万円及び鉄骨工事請負に伴う未成工事受入金の増加1,517百万円等によるも

のであります。 

（純資産の部） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は23,233百万円（前連結会計年度末は24,712百万円）とな

り、1,479百万円減少しました。主な要因は、利益剰余金の減少1,522百万円であります。この結果、当第１四半

期連結会計期間末の自己資本比率は40.0％となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ485百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には1,701百万円（前年同期比34.7％減）となりました。 

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は349百万円（前年同期は416百万円の使用）となりました。これは主に、税金等

調整前四半期純損失1,804百万円と法人税の支払額932百万円がありましたが、売上債権の減少額676百万円、たな

卸資産の減少額1,081百万円及び未成工事受入金の増加額1,517百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は83百万円（前年同期比9.6％減）となりました。これは主に、東京支店の機械装

置の取得等による有形固定資産の取得による支出36百万円と長期貸付けによる支出42百万円等によるものであり

ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は752百万円（前年同期は1,364百万円の獲得）となりました。これは主に、短期

借入金の減少額299百万円と配当金の支払額452百万円によるものであります。 

  

今後のわが国経済の見通しにつきましては、各分野における在庫調整は一巡し、各種経済指標は回復の兆しを見

せているものの、景気回復は非常に緩やかなものと予想されます。当鉄鋼流通加工業界におきましても、民間設備

投資の減少から鋼材需要は低迷を続けており、鋼材市況についても、一部品種には底打ちの気配はあるものの、い

まだに下落している品種もあり、当社の経営環境は依然として厳しい状況が続くと考えられます。この様な状況に

加えて、当第１四半期連結会計期間の進捗状況を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成21年５月12日に

「平成21年３月期 決算短信」にて公表いたしました平成22年３月期第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想

を修正いたしました。変更の内容につきましては本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。 

該当事項はありません。 

  

① 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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② 固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定しております。 

  

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更  

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に

関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１

四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の

確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事

については工事完成基準を適用しております。 

これにより、売上高は292,470千円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ

27,669千円減少しております。  

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

㈱アイ・テック (9964) 平成22年３月期 第１四半期決算短信
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,756,101 2,242,035

受取手形及び売掛金 13,498,407 14,216,401

商品及び製品 6,873,273 8,137,028

原材料及び貯蔵品 4,965,048 6,803,469

未成工事支出金 10,204,613 8,184,198

繰延税金資産 133,987 257,975

その他 455,156 407,590

貸倒引当金 △114,700 △138,300

流動資産合計 37,771,888 40,110,398

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 12,397,689 12,396,889

減価償却累計額 △5,479,958 △5,366,677

建物及び構築物（純額） 6,917,730 7,030,211

機械装置及び運搬具 5,713,708 5,761,100

減価償却累計額 △4,932,712 △4,916,258

機械装置及び運搬具（純額） 780,995 844,842

土地 10,164,941 10,164,941

建設仮勘定 289,111 181,118

その他 363,366 361,436

減価償却累計額 △279,857 △270,239

その他（純額） 83,509 91,197

有形固定資産合計 18,236,288 18,312,310

無形固定資産 54,834 50,643

投資その他の資産   

投資有価証券 656,809 602,578

保険積立金 538,167 538,421

繰延税金資産 48,087 23,761

その他 1,035,726 948,373

貸倒引当金 △463,349 △452,543

投資その他の資産合計 1,815,441 1,660,591

固定資産合計 20,106,563 20,023,545

資産合計 57,878,452 60,133,944
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,469,506 7,984,879

短期借入金 18,198,749 18,498,705

未払法人税等 19,508 959,833

賞与引当金 33,600 111,700

役員賞与引当金 － 56,400

未成工事受入金 5,069,493 3,552,036

その他 969,552 525,836

流動負債合計 31,760,410 31,689,392

固定負債   

繰延税金負債 632,481 1,485,275

退職給付引当金 1,002,570 977,730

役員退職慰労引当金 517,863 510,994

負ののれん 692,280 717,650

その他 39,507 40,007

固定負債合計 2,884,704 3,731,658

負債合計 34,645,114 35,421,050

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,948,829 3,948,829

資本剰余金 4,116,979 4,116,979

利益剰余金 15,239,515 16,761,743

自己株式 △204,239 △204,239

株主資本合計 23,101,083 24,623,311

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 62,404 22,590

評価・換算差額等合計 62,404 22,590

少数株主持分 69,849 66,991

純資産合計 23,233,338 24,712,893

負債純資産合計 57,878,452 60,133,944
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 20,356,773 12,052,319

売上原価 16,689,539 12,547,465

売上総利益又は売上総損失（△） 3,667,234 △495,146

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 309,565 278,628

貸倒引当金繰入額 19,795 －

給料手当及び賞与 506,261 421,058

賞与引当金繰入額 46,584 14,792

役員賞与引当金繰入額 12,875 －

退職給付費用 20,232 19,617

役員退職慰労引当金繰入額 7,618 6,868

減価償却費 146,241 119,308

その他 537,012 476,307

販売費及び一般管理費合計 1,606,188 1,336,581

営業利益又は営業損失（△） 2,061,045 △1,831,727

営業外収益   

受取利息 1,262 944

受取配当金 5,731 5,191

仕入割引 11,770 6,662

受取賃貸料 5,087 7,025

為替差益 20,062 402

負ののれん償却額 － 25,370

その他 27,190 12,220

営業外収益合計 71,105 57,817

営業外費用   

支払利息 52,309 35,790

その他 2,353 7,352

営業外費用合計 54,662 43,143

経常利益又は経常損失（△） 2,077,488 △1,817,053

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 12,793

特別利益合計 － 12,793

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

2,077,488 △1,804,259

法人税、住民税及び事業税 846,536 3,419

法人税等調整額 △3,201 △767,187

法人税等合計 843,335 △763,767

少数株主利益 3,216 2,795

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,230,936 △1,043,287
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

2,077,488 △1,804,259

減価償却費 214,082 184,859

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,890 △12,793

賞与引当金の増減額（△は減少） △84,300 △78,100

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △46,975 △56,400

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,758 24,840

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 688 6,868

受取利息及び受取配当金 △6,994 △6,136

支払利息 52,309 35,790

為替差損益（△は益） △20,062 △402

有形固定資産売却損益（△は益） △784 △976

有形固定資産除却損 340 －

保険解約損益（△は益） 9,856 △132

売上債権の増減額（△は増加） △852,749 676,087

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,540,265 1,081,761

その他の流動資産の増減額（△は増加） 27,028 △36,688

仕入債務の増減額（△は減少） 1,789,694 △515,372

未払消費税等の増減額（△は減少） 29,909 102,779

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,623,883 1,517,457

その他の流動負債の増減額（△は減少） 57,770 216,698

その他 △101 △25,583

小計 327,951 1,310,296

利息及び配当金の受取額 6,829 6,127

利息の支払額 △52,799 △34,584

法人税等の支払額 △698,456 △932,284

営業活動によるキャッシュ・フロー △416,475 349,555

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △50,000 △50,000

定期預金の払戻による収入 50,000 50,000

有形固定資産の取得による支出 △107,406 △36,184

有形固定資産の売却による収入 2,289 3,379

投資有価証券の取得による支出 △303 △300

短期貸付金の増減額（△は増加） － 100

長期貸付けによる支出 － △42,000

長期貸付金の回収による収入 1,035 1,084

保険積立金の積立による支出 △2,051 △1,864

保険積立金の払戻による収入 13,889 2,251

その他 268 △9,877

投資活動によるキャッシュ・フロー △92,279 △83,411
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,700,644 △299,956

配当金の支払額 △335,673 △452,524

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,364,970 △752,481

現金及び現金同等物に係る換算差額 20,062 402

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 876,278 △485,933

現金及び現金同等物の期首残高 1,730,523 2,187,055

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,606,802 1,701,121
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 該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 （注）１．事業区分は事業の種類を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

(1）鋼材の販売・加工事業……Ｈ形鋼、鋼板、コラム等の一般鋼材の商品及び製品 

(2）鉄骨工事請負事業…………鉄骨工事 

(3）その他事業…………………運送業、倉庫業他 

３．会計処理の方法の変更 

当第１四半期連結累計期間 

（工事契約に関する会計基準） 

 当第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を

適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、鉄骨工事請負事業において、売上

高は292,470千円、営業利益は27,669千円それぞれ増加しております。 

 前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

   本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。  

 前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
鋼材の販売
・加工事業 
（千円） 

鉄骨工事請
負事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  17,897,324  2,431,998  27,450  20,356,773  －  20,356,773

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 160,663  320  413,605  574,589 (574,589)  －

計  18,057,987  2,432,319  441,055  20,931,363 (574,589)  20,356,773

営業利益又は営業損失  2,221,402  △52,452  △412  2,168,537 (107,491)  2,061,045

  
鋼材の販売
・加工事業 
（千円） 

鉄骨工事請
負事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  10,172,993  1,837,228  42,098  12,052,319  －  12,052,319

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 695,245  292  370,488  1,066,026 (1,066,026)  －

計  10,868,238  1,837,520  412,586  13,118,346 (1,066,026)  12,052,319

営業利益又は営業損失  △1,492,223  33,987  32,226  △1,426,009 (405,718)  △1,831,727

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕
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 該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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